








1.研究の目的 

 従来、乳幼児の歯科保健は、齲蝕の抑制を主な目標として、フッ素塗布と歯みがき指導

を中心に進められてきているが、その効果は必ずしも十分にあがっているとはいえない。

また、一般歯科臨床の場では、齲蝕の治療の終了後、定期健診による追跡が不十分で、早

期発見、早期治療の実績が上らず、徒らに齲蝕有病者率、齲歯率の上昇を招いていた面が

ある。そして、歯周疾患、不正咬合、その他については、ほとんど顧みられていない。 

 乳幼児歯科保健は、乳幼児期の食生活指導を基幹として、これに、健診・予防処置・治

療を有機的に結びつけることによって、始めて本来の機能を果すことが可能であると考え

られる。そこで本研究は、モデル地区を設定して総合的な歯科保健計画の試行を行い、こ

れによって実用的かつ効果的な母子歯科保健管理体制の具体案を策定しようとするもので

ある。 


